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はじめに 

この文書には、以下の Innovyze ｿﾌﾄｳｪｱに対するﾘﾘｰｽﾉｰﾄが含まれています: 
 

 DemandWatch Pro 2023 
 

 ICMLive 2023 
 

 InfoAsset Manager 2023 
 

 InfoWorks ICM 2023 
 

 InfoWorks WS Pro 2023 
 

 IWLive Pro 2023 
 

このﾘﾘｰｽﾉｰﾄでは、ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙ方法やﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの更新方法等について簡単にご説明します。 
 
 

動作環境 

ｿﾌﾄｳｪｱは、以下の OS をｻﾎﾟｰﾄしています。Microsoft ® OS: 

 Windows Server 2012 – (64 ﾋﾞｯﾄ) 

 Windows Server 2012 R2 – (64 ﾋﾞｯﾄ) 

 Windows Server 2016 – (64 ﾋﾞｯﾄ) 

 Windows 8.1 – (64ﾋﾞｯﾄのみ) 

 Windows 10 – (64ﾋﾞｯﾄのみ) 
 

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟｸﾗｲｱﾝﾄをｲﾝｽﾄｰﾙするｲﾝｽﾄｰﾗは、引き続きﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟｸﾗｲｱﾝﾄｿﾌﾄｳｪｱの 32 ﾋﾞｯﾄ版もｲﾝｽﾄｰﾙします。ご注意

下さい。 
 

ｿﾌﾄｳｪｱは、Intel Itanium ｱｰｷﾃｸﾁｬと ARM ｱｰｷﾃｸﾁｬをｻﾎﾟｰﾄしておらず、また、Windows RT や Windows 10 S 

にｲﾝｽﾄｰﾙすることはできません。ご注意下さい。 
 

ﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟｸﾗｲｱﾝﾄｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙしている場合には、ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙする際に、Microsoft .NET framework の

更新が必要となるｹｰｽがあります。以下をご覧下さい。 
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GIS 製品や SCADA ｼｽﾃﾑを含む他社のｿﾌﾄｳｪｱと一緒に使用する場合や Oracle/SQL Server ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを

使用する場合は、それらのｿﾌﾄｳｪｱがお使いのﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑでｻﾎﾟｰﾄされているかをﾒｰｶｰにご確認ください。 
 

こうした制約があるため、ｻﾎﾟｰﾄされている Oracle と SQL Server のﾊﾞｰｼﾞｮﾝは、Oracle 11g、 12c、 18c、 19c、 

SQL Server 2012、 2014、 2016、 2017、 2019 となります。 

 

 

ｲﾝｽﾄｰﾗ 

弊社が提供するｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾗの拡張子は、実⾏ﾌｧｲﾙとなります。ﾌｧｲﾙ名には番号が含まれ、この番号で製品と

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝが識別できます。 
 

ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙの観点からすると、ｲﾝｽﾄｰﾗは以下のように分けられます: 
 

 DemandWatch Pro 
 

 ICMLive、InfoWorks ICM、InfoAsset Manager 
 

 InfoWorks WS Pro、 IWLive Pro 
 

 SetKey - ｻｰﾊﾞｰでのﾗｲｾﾝｽ設定に使用されるｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑです （基本的にはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾗ

ｲｾﾝｽﾏﾈｰｼﾞｬｰと一緒にﾈｯﾄﾜｰｸｿﾌﾄﾗｲｾﾝｽに使用されますが、ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙに必要になることがあり

ます）。 
 

ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｰﾀｻｰﾊﾞｰのｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄは InfoWorks ICM と InfoWorks WS Pro で同じﾊﾞｰｼﾞｮﾝとなります。 
 

実⾏ﾌｧｲﾙになっているｲﾝｽﾄｰﾗについては、以下の点にご注意ください: 

 

 ｼｽﾃﾑの再起動がﾍﾟﾝﾃﾞｨﾝｸﾞになっている場合、ｲﾝｽﾄｰﾙ前に完了する必要があります。 
 

 同じﾊﾞｰｼﾞｮﾝのﾀﾞｳﾝｸﾞﾚｰﾄﾞは、ｻﾎﾟｰﾄされていません。このため、新しいﾊﾞｰｼﾞｮﾝを手作業で

まずｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙする必要があります。 

 ｻｰﾋﾞｽのｱﾝｲﾝｽﾄｰﾙ時には、ｼｽﾃﾑの再起動が必要になることがあります。 
 

 ｺﾏﾝﾄﾞﾗｲﾝによる機能選択は、ｻﾎﾟｰﾄされていません。 
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ｲﾝｽﾄｰﾗは以下の通りです: 

DemandWatch Pro 

DW64_2023_0_1.exe 

ICMLive、InfoWorks ICM、InfoAsset Manager 
 

これら全ての製品によって使用されるﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟｿﾌﾄｳｪｱは、「InfoWorks Workgroup Client」と称され、ｲﾝｽﾄｰﾗ

は、 InnovyzeWorkgroupClientx64_XT_2023_0_1.exe です。 
 

個別のｲﾝｽﾄｰﾗを持つｻｰﾊﾞｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄは以下の通りです: 

 

InnovyzeRemoteAgentx64_2023_0_1.exe – Remote Agent 

WorkgroupDataServerx64_2023_0_1.exe – Workgroup Data Server 
 

「ﾗｲﾌﾞ」製品には、追加のｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄがあります: 

 
DATALOADER_2023_0_1.exe – Data loader  

LiveServer_2023_0_1.exe – Live server 
 

InfoWorks WS Pro、 IWLive Pro 
 

これら全ての製品によって使用されるﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟｿﾌﾄｳｪｱは、「Water Supply Workgroup Client」と称され、ｲﾝｽﾄｰﾗは、 

IWX64_XT_2023_0_1.exe です。 

 

個別のｲﾝｽﾄｰﾗを持つｻｰﾊﾞｰｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄは以下の通りです: 

 

WorkgroupDataServerx64_2021_11.exe – Workgroup Data Server 

IWRA64_2023_0_1.exe – Remote agent 

IWLS64_2023_0_1.exe – IWLive Pro Server 

SetKey 

SETKEY_22010.exe 
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ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙ 

ｿﾌﾄｳｪｱのｲﾝｽﾄｰﾙには、ｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰﾀの権限が必要となります。 
 

全製品について、単一ﾏｼﾝに複数のﾊﾞｰｼﾞｮﾝをｲﾝｽｰﾙすることが可能です。互いに干渉することはありません。例えば、Inf

oWorks ICM の v10.5 と v11.0 を同じﾏｼﾝにｲﾝｽﾄｰﾙすることが可能です。しかしながら、同じﾊﾞｰｼﾞｮﾝを複数ｲﾝｽﾄｰ

ﾙすることはできません。例えば、InfoWorks ICMv11.0 のﾍﾞｰﾀ版と InfoWorks ICM v11.0 の正規版、あるいは、

InfoWorks ICM v11.0 の初期ﾘﾘｰｽ版とそのﾊﾟｯﾁﾘﾘｰｽ版を単一ﾏｼﾝにｲﾝｽﾄｰﾙすることはできかねます。 
 

同様に、上記の各製品も互いに独立してｲﾝｽﾄｰﾙすることが可能です。 
 

ｲﾝｽﾄｰﾗを起動する時に使用許諾契約に同意し、ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙする場所を選択してください。 
 

InfoWorks をｲﾝｽﾄｰﾙする際には、以下の注意事項を必ずお読み下さい。

USBﾄﾞﾝｸﾞﾙ 

USB ﾄﾞﾝｸﾞﾙをお使いの場合は、ﾄﾞﾝｸﾞﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙ/削除前に PC から取り外して下さい。取り付けたままにしてお

くと、ﾄﾞﾝｸﾞﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙができない場合があります。ﾄﾞﾝｸﾞﾙﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが実⾏される際には、USB 

ﾄﾞﾝｸﾞﾙを取り除くよう警告ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 
 

ｲﾝｽﾄｰﾗによりお使いのﾊﾟｿｺﾝが再起動される場合には、ｲﾝｽﾄｰﾗが最初に開始された時と同じﾕｰｻﾞｰ名とﾊﾟｽﾜｰﾄﾞでﾛ

ｸﾞｲﾝする必要があります。 
 

MapXtreme 
 

このﾊﾞｰｼﾞｮﾝより、ｿﾌﾄｳｪｱは MapXtreme ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄのﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 9.2 を使用します。これには、.NET runtime ﾊﾞｰ

ｼﾞｮﾝ4.7.2 （client profile ではなく、full）以降が必要となります。従って、いずれかのﾃﾞｽｸﾄｯﾌﾟｸﾗｲｱﾝﾄがｲﾝｽﾄｰﾙ

されているｺﾝﾋﾟｭｰﾀでは、適切なﾊﾞｰｼﾞｮﾝの .NET runtime をｲﾝｽﾄｰﾙしている必要があります。ｲﾝｽﾄｰﾙしていない場

合には、Microsoft からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞし、ｲﾝｽﾄｰﾙする必要があります。Windows 10 を実⾏している場合には、ﾃﾞﾌｫﾙﾄ

で含まれているため、ｲﾝｽﾄｰﾙの必要はありません。 
 

MapXtreme 9.2 と MapXtreme 8.1（ InfoWorks ICM 10.5、 InfoAsset Manager 2020.1、 WS 

Pro 4.5 以前で使用）の間に互換性がないため、このﾊﾞｰｼﾞｮﾝをｲﾝｽﾄｰﾙすると、 11.0 / 5.0 / 2020.2 より前

の製品ﾊﾞｰｼﾞｮﾝは WMS ﾚｲﾔｰｿｰｽで動作しなくなります。 
 

ArcMap 
 

このｿﾌﾄｳｪｱは 10.0 から 10.8 までのﾊﾞｰｼﾞｮﾝの ArcMap をｻﾎﾟｰﾄしていますが、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 10.2 以前については 
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Esri によってｻﾎﾟｰﾄが停止されていることに注意してください。InfoWorks にて ArcMap を使用するには、32 ﾋﾞｯﾄ

版の Innovyzeｿﾌﾄｳｪｱを使用する必要があります。これは 64 ﾋﾞｯﾄ版のｿﾌﾄｳｪｱとともにｲﾝｽﾄｰﾙされます。 
 

ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとﾌｧｲﾙ複製 
 

ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽは、Windows DFS により複製されるﾃﾞｨﾚｸﾄﾘには保存しないで下さい。また、Dropbox などのよ

うな複数の場所にﾌｧｲﾙのｺﾋﾟｰを同期するｼｽﾃﾑと一緒に使用しないで下さい。 
 

InfoWorksの起動時に現在のｻﾎﾟｰﾄ契約に関するﾁｪｯｸが⾏われるようにInfoWorks の新ﾊﾞｰｼﾞｮﾝﾘﾘｰｽ時にｻﾎﾟｰﾄ

契約が有効であった場合にのみ、そのﾊﾞｰｼﾞｮﾝを使用することが可能です。以前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝの使用についてはこの限りで

はありません。 
 
 

ｻﾝﾌﾟﾙﾃﾞｰﾀのｲﾝｽﾄｰﾙ 

InfoWorks ICM、ICMLive に対して各 1 つずつ、合計 2 つのｻﾝﾌﾟﾙﾃﾞｰﾀｲﾝｽﾄｰﾗがあります。ｻﾝﾌﾟﾙﾃﾞｰﾀを使用した

い場合のみｲﾝｽﾄｰﾙして下さい。 
 

ﾁｭｰﾄﾘｱﾙﾃﾞｰﾀは、移動可能ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの形式（.icmt）でｲﾝｽﾄｰﾙされます。このﾃﾞｰﾀのﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽへのｺﾋﾟｰ

方法については、ﾁｭｰﾄﾘｱﾙ資料をご覧下さい。 
 

 
 

ｲﾝｽﾄｰﾙ終了後 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙをお使いで、かつﾈｯﾄﾜｰｸ上にﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙｻｰﾊﾞｰを設定していない場合には、「付録A」をご覧下さい。 
 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙを用いてｿﾌﾄｳｪｱを使用している場合、ﾈｯﾄﾜｰｸｻｰﾊﾞｰまたはﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞﾗｲｾﾝｽﾏﾈｰｼﾞｬｰの設定終了後には、

Windowsの「ｽﾀｰﾄ」ﾒﾆｭｰから「Licence key Setup」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実⾏する必要があります。このﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは、ﾗｲｾﾝｽﾀｲﾌﾟ

を設定するものとなります。この設定がきちんと⾏われていないと、ﾗｲｾﾝｽは認識されませんが、ﾛｰｶﾙﾄﾞﾝｸﾞﾙを使用している

場合にはこのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実⾏する必要はありません。 
 

ｿﾌﾄｳｪｱの前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝを実⾏していたﾊﾟｿｺﾝでﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙを使用する場合には、今回のﾊﾞｰｼﾞｮﾝを使用するにあた

り、「Licence Key Setup」ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを実⾏する必要があります。ﾄﾞﾝｸﾞﾙの設定は、前のﾊﾞｰｼﾞｮﾝから引き継がれること

はありません。 
 

以前にﾘﾘｰｽされたｿﾌﾄｳｪｱが入っているもしくは入っていた PC に、このﾊﾞｰｼﾞｮﾝをｲﾝｽﾄｰﾙし初めて起動すると、これまでの

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝで使用していた設定をそのまま適用するかどうかの確認ﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。適用される設定は、ﾛｰｶﾙﾙｰﾄ

の場所、ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ、単位、ｵﾌﾟｼｮﾝやﾗﾍﾞﾙとなります。こういった設定は、ﾕｰｻﾞｰ毎/PC 毎に設定されているため、
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設定を適用してもすべての PC やﾕｰｻﾞｰに適用されるわけではありません。選択肢は、「Now」、「Later」、「Never」と

なります。「Now」を選択すると、すぐに設定が適用され、「Later」を選択すると、次回ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを起動したときに同じ

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。「Never」の場合は、ﾀﾞｲｱﾛｸﾞは二度と表示されません。 
 

ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの更新が必要になる場合があります。詳細は「付録 B」をご覧下さい。 
 

Windows の標準機能を使用してﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽをｺﾋﾟｰし、原本とｺﾋﾟｰしたもの両方を使用するのはお止め下さい。

ﾊﾞｰｼﾞｮﾝが異なっていても同様です。何らかの理由でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽのｺﾋﾟｰが必要となる場合には、弊社までお問い合わせ

下さい。 
 

 

ｻｰﾊﾞｰﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 

ｽﾀﾝﾄﾞｱﾛﾝﾝﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽとﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽに加え一部の製品では、Oracle、SQL ｻｰﾊﾞｰをｻﾎﾟｰﾄしています。 
 

Oracle、Microsoft SQL ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑのｲﾝｽﾄｰﾙや更新については別文書に記載されています。 
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付録 A – ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙｻｰﾊﾞｰのｲﾝｽﾄｰﾙ 

ｿﾌﾄｳｪｱでﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙを使用するには、ﾈｯﾄﾜｰｸ上のﾊﾟｿｺﾝ(ｻｰﾊﾞ-)にﾄﾞﾝｸﾞﾙを取り付け、適切なｿﾌﾄｳｪｱをそのﾊﾟｿｺ

ﾝにｲﾝｽﾄｰﾙする必要があります。 

 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙは、ﾈｯﾄﾜｰｸ上の任意のﾊﾟｿｺﾝに取り付けることが可能です。このﾊﾟｿｺﾝそのものには、ｿﾌﾄｳｪｱをｲﾝｽﾄｰﾙ

する必要はなく、他の目的にそのままお使いいただいても問題ありません。（ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙと「Licence Manager」は

ｼｽﾃﾑﾘｿｰｽをほとんど消費しないため、非常にｽﾍﾟｯｸの低いﾊﾟｿｺﾝで使用しても結構です。）しかしながら、稀にしか再起

動されないﾊﾟｿｺﾝとする必要があります。このため、対象とするﾊﾟｿｺﾝは、ｻｰﾊﾞｰとして使用されているものにするとよいでし

ょう。 
 

ﾈｯﾄﾜｰｸﾄﾞﾝｸﾞﾙに関する詳細については、「ﾄﾞﾝｸﾞﾙ設定ｶﾞｲﾄﾞ」をご覧ください。または弊社までお問い合わせ下さい。 
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付録 B – ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの更新 

概要 

新機能の追加に伴って、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを更新して追加ﾌｨｰﾙﾄﾞやﾃｰﾌﾞﾙを使用可能にする必要があります。 
 

ﾏｽﾀｰﾃﾞｰﾍﾞｰｽを更新する際は、まずﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟをお取り下さい。 
 

InfoWorks ICM、InfoAsset Manager、ICMLive、WS Pro および IWLive Pro のﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの更新につい

ては、ﾜｰｸｸﾞﾙｰﾌﾟﾃﾞｰﾀｻｰﾊﾞｰｱﾄﾞﾐﾆｽﾄﾚｰｼｮﾝｶﾞｲﾄﾞ を参照して下さい。 
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付録 C – お問い合わせ先 

ご不明な点があれば、江守情報ｻﾎﾟｰﾄ担当（iw-support@emori.co.jp）までお気軽にお問い合わせください。 


